様式第１４号（第16条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載要領
　　　　　（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃止届出書
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）　　　　　　年　　月　　日　

　丸亀市（３）消防署長　　様
　　　　　　　　　　　　　　（４）　　届出者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　


	貯蔵又は取扱場所
（５）
	所在地
	

	
	名　　称
	

	類、品名（指定数量）
及び最大数量
	類
	品名

（指定数量）
	最大貯蔵数量
	１日最大
取扱数量

	
	（６）
	（７）
	（８）
	（９）

	貯蔵又は取扱
方法の概要
	　　　　　　　　　　（10）

	貯蔵又は取扱場所の
位置、構造
及び設備の概要
	　　　　　　　　　　（11）

	消防用設備等又は特殊
消防用設備等の概要
	　　　　　　　　　　（12）

	廃止年月日
（13）
	平成　　　年　　　月　　　日

	廃止理由
（14）
	届出年月日　　　　　年　　　月　　　日・届第　　　　号
廃止理由　：

	※　受　付　欄
	※　　経　　過　　欄

	
	


　備考　１　法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。
　　　　２　※印の欄は、記入しないこと。
【少量危険物・指定可燃物　貯蔵・取扱　廃止届出書記載要領】

	項　　　　　　目
	記　　載　　要　　領

	（１）
	届出区分
	　届出に係る区分以外を二重線（＝）で抹消します。

	（２）
	年月日
	　届出書を提出する年月日を記入します。

	（３）
	あて先
	　少量危険物・指定可燃物の貯蔵又は取扱う場所を所轄する消防署長（丸亀市北消防署長又は丸亀市南消防署長）を記入します。

	（４）
	届出者
	　少量危険物・指定可燃物の貯蔵又は取扱いを廃止する者の住所、氏名を記入します。届出者が法人の場合は、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入します。

	（５）
	貯蔵又は取扱場所
	　届出を受理されている貯蔵又は取扱いの場所と名称を記入します。

	（６）
	類
	　届出を受理されている危険物の類を記入します。

	（７）
	品名
	　届出を受理されている危険物・指定可燃物の品名を記入します。

	（８）
	最大貯蔵数量
	　届出を受理されている最大貯蔵数量を記入します。

	（９）
	１日最大取扱数量
	　届出を受理されている１日の最大取扱数量を記入します。

	（10）
	貯蔵又は取扱方法の概要
	　届出を受理されている屋内貯蔵、屋外貯蔵、屋内タンク、屋外タンク、地下タンク、移動タンク等の施設形態と貯蔵及び取扱の概要を簡記します。

（例）　屋内タンクから温熱ボイラーへ燃料を供給する。

	（11）
	貯蔵又は取扱場所の位置、構造及び設備の概要
	

	（12）
	消防用設備等又は特殊消防用設備等の概要
	

	（13）
	廃止年月日
	　廃止する期日を記入します。

	（14）
	廃止の理由
	　届出年月日、届出番号及び廃止に至った理由を記入します。
（例）　届出年月日　昭和60年４月１日　・届第　１　号

　　　　廃止理由　：　老朽化により廃棄処分するため。


少量危険物　貯　蔵


指定可燃物　取　扱








